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事例紹介

ミ ュ ー ジ ッ ク ロ ボ ッ トmiuro(ミ ュ ー ロ)

Music Robot “miuro”

西 村 明 浩**(株)ゼ ットェムピー

Akihiro Nishimura* *ZMP INC

1.企 画 ・開 発 に お ける工 夫

miUrOは,部 屋 の中 を自由に動 きまわ り音 楽 を楽 しめる

ネッ トワー ク音楽 プ レーヤ ーである(図1).KENWOOD.

の 音 質 マイス ター との共 同開発 に よる高音質サ ウ ン ドと直

観 的 なユ ーザイ ンタフェース によ り,ユ ーザ はよ り自然 に

心地 よ く音楽 を楽 しむこ とがで きる.

miuroの 「動 く音楽 プ レーヤー」とい うコンセプ トは,身

近 な ひらめ きをす ぐに実験 し,想 像 を膨 らませ てい くこと

か ら生 まれた.当 時 普及 し始 め ていたiPodを 聞 い ている

ときに,こ の音楽 が走っ た ら面 白いので はないか とひ らめ

き,す ぐに ラジコンカー にiPodを 搭 載 して走 らせてみ た.

音 楽が動 きまわる,音 楽が 自分 につい て くる,と い う新鮮

な体験が得 られ,こ れ まで にない新 しい価値 を提 供で きる

と確 信 し,商 品企画 を深 めて いった.

miuroは,安 全 でかつ親 しみ やすい 「球」 を基調 と した

デザ インと した.ま た,iPodだ け でな く,ネ ッ トワーク経

由でPC上 の音楽や イ ンター ネ ッ トラ ジオを再生 で きる機

能 も盛 り込 む ことで,コ ンテ ンッが新鮮 で毎 日楽 しめ るこ

とを 目指 した.

移 動 してサ ー ビス を提供 する ロボ ッ トには,高 度 な技 術

が求 め られる.や み くもに高性 能な仕様 を求 めて しま うと,

コ ス トが高 くなって しまい一般消費者 の手 に届 か な くなっ

て しまう.miuroで は,無 線LAN経 由 でPCと 連 動 させ

るシステム構 成 を採 用す るこ とに よ り,コ ンセ プ トを満足

しつつ機 能 と価格 のバ ランスを とった.

miuroは,ジ ャイロ ・加速度セ ンサ に より揺 れ を検 知 し,

姿 勢 を制御 しなが ら安定 した二輪走行 を実現 してい る.ダ

ンス時 は,二 輪駆 動 に よ り生 じる本体 の前後方 向の揺れ を

モー シ ョンの一部 と して取 り入れ るこ とで表現力 を高め て

いる.ダ ンスは,リ アル タイム に音楽 の波形か らテ ンポ を

解析 し,音 の ピー クに合 わせ て,複 数 の細 かい モー シ ョン

を切 り変 えてい く.こ れ に よ り,再 生す る音 楽 に合 わせ て
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踊る演出を実現 している.

実際のお客様の反応を見てアプリケーションの変更 も行っ

た.miuroの 発売当初の操作はリモコンのみであったが,店

頭で 「かわいい」「生 き物みたい」 といって触ったり撫でた

りするお客様が多かったため,触 って操作ができるインタ

フェースを追加 した.

2.認 知向上の ためのプロモーション

すでに市場の確立 している商品では大規模な広告宣伝を

行 うことで商品の認知を向上させ販売 につなげることも可

能であるが,新 しい商品カテゴリであるロボッ トではプロ

モーションに工夫が必要である.音 楽ロボットmiuroで は,

その新 しいコンセプ トを伝えるため,演 劇風の記者発表を

行った(図2).役 者が実際のユーザとして,miuroの 高音

質サウンドを楽 しみ,音 楽 を届 けて くれるとい う,今 まで

にない音楽の楽 しみ方を実演 してもらった.こ れにより,記

者にmiuroの 提案するコンセプ トをしっか りと理解 しても

らうことができ,内 容の濃い記事を幅広いメディアに記載

して もらうことができた.

3.「 動 く」商品 の販売 にお ける課題

広 く一般の方々にロボットを購入 してもらうためには,店

舗展開が必要と考えた.し かし残念ながら,「ロボット」を

専門的に取 り扱 う店舗はほとんどなく,ど のような店舗で

販売す るかが問題 となった.miuroで は,新 しいライフス

タイルの提案 とい う観点か ら,イ ンテリア ・雑貨ショップ
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図2miuroの 演 劇風の記者発表

図3販 売店の様子(六 本木,銀 座)

図4販 売店の様子(丸 の内)

にて販売 を行 った.消 費者の反応 を確 かめるため,六 本木,

銀 座,渋 谷,丸 の内 といった集客の 多い ところ,ま た,弊

社 の近場 で 目の届 くところ,を 中心 に展 開 した(図3).な

お,こ れ らの店舗の販売員 はロボ ッ トの販売経験 は ない た

め,十 分 な研 修 を行 うとと もに,繁 忙 期 には弊社 社員 も店

頭 にて説 明 ・サ ポー トを行 うといっ た対応 を行 った.

ロ ボ ッ トは,そ の動 きが重 要なセールス ポイ ン トであ り,

動 か さない とそ の魅力が伝 わ らない ことが 多い.ま た,mi-

uroは 「音楽 ロボ ッ ト」であ り,そ の音 質の良 さをどの よう

にア ピー ルす るか,と い う課題 もあ った.miuroの 販 売 に

お いては,販 売 員が店舗 の床でmiuroを ダ イナ ミックに動

かす ことで ア ピール を行 った.し か し,店 内の混雑 時 には

安 全面の配慮 か ら床で動 か し続 けるこ とは難 しい ことも多

かったた め,円 形の専用什 器 を店舗 に設置 し,そ こで常時

動作 をさせ るよ うに した(図4).こ の ような什器上 では可

動 範囲が大 幅 に制 限 されて しまうため,十 分 なア ピールが

で きず,素 通 りしてい くお客様 も多 く,店 舗で のア ピール

の仕方 については まだ まだ工夫の余地が あると考 えている.

4.ユ ー ザ の 反 応

移 動の象徴 である車輪 を中心 に据 えた斬 新かつ かわい ら

しいデザ イ ン,同 サ イズのス ピー カー として明 らかな差別

化 がで きた高音 質で新鮮 なサ ウン ドとも,高 い評価 を頂い

てい る.手 で触 った り傾 けた りす る ことで再生 ・選 曲 ・音

量調 節がで きるこ と,音 楽 をかけなが ら人 について きた り,

最 近 聞かな くな って きた曲 を気 ま ぐれ にイ ン トロ再生 して

くれ た り,と いった直観 的なユーザ インタフェー ス も,「 自

然 に音楽が楽 しめる」 「かわい ら しい」 と好評 であ る.こ れ

らの機 能 を盛 り込 みつつ,従 来の ロボッ トと比 べ大幅 に安

価 にで きた こ とも,評 価 をいただい ている.

5.miuroが 提 供 す るベ ネ フ ィッ ト

我 々 は,忙 しい毎 日の生活 の なか で,家 で ゆっ くりと音

楽 を楽 しむ,リ ラックスで きる機会が 減って きているので

はない だろ うか.

い つ も我 々のそ ばにいて,触 った りコ ミュニケー シ ョン

を しなが ら音楽 を楽 しませて くれ るmiuroが 部 屋 にい るこ

とで,音 楽 を楽 しむ機 会が増 えた との声 を多 数い ただいて

い る.

今 後 のmiuroは,ユ ーザ の好 みや生活パ ター ンを理解 し

て最適 な音楽 をお勧 め して くれ る 「ミュージ ックコ ンシ ェ

ルジュ」 を目指 してお り,そ の一環 と して,複 雑系 ・人工

生命 を研 究す る東 京大学池上 准教授 と,miuroに 生 命 体 ら

しい 自然 な振 る舞い を与 える試み な どを行 っている.

この よ うに,miuroは 人 々の生活 にうるお いや豊か さを

与 えるこ とを追求 している.

謝 辞 今回,miuroの 開発 やマーケ ティ ングなどにつ

いて代表 して執筆 させ ていた だいた.miuroの 開 発 にご協

力い ただいた原神一氏((株)ラ イス),早 川 純 一氏((株)

ケ ンウ ッド),岡 本伸一氏(ブ ルー ・シフ ト・テ クノロジー)

に感謝 致 します.
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